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、
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宅
建
築
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こ
と
が
求
め
ら
れ
る
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で
、
床
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性
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▶註1 ：CLT（Cross Laminated Timber）

直交集成板。おなじ向きに並べたひき板（ラミ

ナ）の層をその繊維方向を直交させながら積層

接着した厚く大きな板。ビルを建てることもで

きる新しい木質材料として注目を集めている。

は、試験用の木材に力を加える方向を示す。写真の
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Q1. なぜ研究者に？
　なぜでしょう…。好きなことを続けていた

らいつの間にか。きっと、何かを調べたり、

新しい発見をしたり、モノをつくるのが好き

だったのだと思います。

Q2. 影響を受けた出来事など
　3.11後の現地での建物被害調査。被害調査

は毎回ショッキングです。1日も早く、災害の

ない日が訪れてほしいと思います。

Q3. 研究の魅力とは？
　木造の研究対象は、伝統的な建築から中高

層・中大規模建築まで多岐にわたります。す

べてのテーマが楽しくエキサイティングです。

Q4. 若い人へ
　月並みですが、色々なことに対して「なぜ？」

「本当かな？」と思うことが大切だと思います。

答えや知識の習得を焦らないって大事かもし

れません。
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